
筑波大学附属駒場中・高等学校研究報告 第19集1980年3月

剣道における竹刀の持ち方に関する考察

（特に先端の微細振動について）

大矢 稔◎入江友生◎小沢治夫

探野 明◎川畑栄一

（筑波大学附属駒場申。高等学校）

坪井 三郎

（筑波大学）



剣道における竹刀の持ち方に関する考察

（特に先端の微細振動について）

大矢 稔。入江友生。／ト沢治夫

深野 明。川畑栄一。坪井三郎

1． ほじめに

剣道において竹刀の持ち方は，構え，相互の竹刀操作による攻防，又最終的な段階である有効

打突などにかかわる基本的な事項であるが，実践の場でほ竹刀の持ち方は従来から経験的に教え

られているにすぎない。さらに学校体育の限られた授業時数の範囲内で学習効果をあげる為には

生徒がより理解しやすく，かつそれを体得しやすいような資料にもとづき指導される必要がある

と考えられる。そこでこれ等のことをふまえて，竹刀の持ち方の研究の手はじめとして竹刀の持

ち方の相違によって，その先端がどのように微細振動しているのかを知る為に，中段の構えで静

止，中段の構えから送り足で一歩前，一歩後という移動する条件を加えた後での静止という3つ

の動作を対象に，本校の剣道クラブ員，正課体育で剣道を経験している者をもとにして調べたと

ころ2・3の興味ある結果を得たので報告する。

2．方 法

（1）被検老

（む本校高校1年剣道部員でクラブ活動で連日梧古をしている老。剣道経験年数5～6年。2段

の男子名とした。（これを以後クラブ群と呼ぶ）

① 本校高校1年で正課体育で16時間の授業を受けた者。無段の男子5名とした。（これを以後

授業群と呼ぶ）

（2）対象動作

（カ中段に構えて20秒間静止（これを以筏静止と呼ぶ）

① 中段の構えから送り足で一歩前，その後20秒間静止（こヌlを以後一歩前静止と呼ぶ）

（釘中段の構えから送り足で一歩後，その後20秒間静止（これを以筏山歩後静止と呼ぶ）

図1は，竹刀の断面と竹刀を持つ方向を表わした図である。図の
Above

ような箇所に印をつけた竹刀を上からと横から持たせ，各動作に

ついてそれぞれ3回ずつ行わせた。竹刀先の高さは被検老自身の

咽喉部とし，先端ほできるだけ動かさないように指示した。又一歩

前，一歩彼の移動する距離は規定しないで被検者白身に任せた。
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なおこの3つの動作は意識的に払う，おさえる，はじく，たたく≠等のいわば競技的な竹刀操作ほ
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行わないものとした。

（3）測定箇所

竹刀先端に豆電球によるターゲット取りつけこれを測定′－烹と、した。な串豆電球と竹刀との問に

プレのないよう強く固定した。

（4）測定方法
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Fig．2 BlociこDiagram

図2は，実験装置の系統を表わした図である。このように竹刀先端の豆電球による光を石川の

開発したオクロトラッカーによりとらえ，そのアナグロ信号をオンラインにて耳γ レコーダーに

記録した。このオクロトラッカーほ撮像管を利用してある一定の動きをトラッキングするもので

あり，5m先の計測点に許される限界速度ほ700m／secと極めて高速度の計測も可能なものであ

るが，ここでは30mm～40mm以上の振動をキャッチし，竹刀の持ち方と関連させた。

（5）分析方法
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図3は，微細振動の記録図と分析方法を表わした何である。1は静止，2は一歩前静上L3は一歩
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後静止の記録図で，各々のエは左右振動，ツは上下振動を示す。なお2の一歩前静血 3の一歩

後静止のヱ1ツ1ほ移動過程，∬2ツ2ほその後の静止を示す。このようにエツレコーダーに記録さ

れた動きの二次元的記録図から耳γ軸をこ平行な直線で囲まれた四角形の面積の方向の各々の長さ

凍軌 これをパラメMタ巾の一つとして定量的に評価した。

3．結 果
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図4は，静止の微細振動を表わしたグラフである。縦軸ほ微細振動の平均値を示しmmを単位と

する。横軸は左からクラブ群の上から待った場合，横から持った場合，次に授業群の上から持っ

た場合，横から待った場合を示す。なお各々の左が左右振動，右が上下振動を示す。（これ等は

以後同様である。）

（1）クラブ群，授業群を通じて上から持った場合，横から待った場合とも左右振動より上下振動

が多い傾向にあったが，特に授業群の横から待った場合にその傾向が顕著である。

（2）クラブ群の上から待った場合と授業群の上から持った場合，又クラブ群の横から待った場合
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と授業群の横から持った場合を各々比較してみるとクラブ群の方がいずれも振動が少ない傾向に

あった。

（3）クラブ群の上から持った場合にほ左右振動・上下振動とも他にくらべ一番少なくなっている

が，道に授業群の横から待った場合には左右振動・上下振動とも一番多くなっており，特に横か

ら待った場合に上下振動が多いということが特徴的である。

図5は，一歩前静止の微細振動を表わしたグラフである。gエツ1は一歩前の移動過程，g2ツ2ほそ

の後の静止を示す。なお一歩前も一歩後も移動する距離ほ規定しないで被検老に任せたので，こ

こでほ移動するという条件を加えた後での静止，すなわちg2ツ2を中心に述べる。

（1）クラブ群ほ上から待った場合，横から持った場合ともに左右振動・上下振動はほとんど同じ

傾向にあったが，授業群ほ上から待った場合，横から待った場合とも左右振動にくらべ上下振動

の方が多くなっていた。さらにこの授業群の上下振動ほクラブ群の上下振動より多い値を示して

いる。

（2）クラブ群の上から待った場合の上下振動は，他にくらべ山番少ない憤向にあった。

（3）静止にくらべ一歩前静止でほ，クラブ群，授業群ともに全体的に振動がやや多い傾向にあり，

特に授業群の上から待った場合の上下振動でほその傾向が顕著である。
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図6は，一歩後静止の微細振動を表わしたグラフである。

（1）クラブ群の上から待った場合の左右振動が一番少ない傾向にあった。

（2）遵に授業群の横から待った場合には左右振動。上下振動とも一番多く，クラブ群の上から持

った場合の左右振動。上下振動の約2倍前後になっている。

（3）静止にくらべ一歩後静止は，全体に振動が少ない悼向にあったが，授業群の構から待った場
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合ほむしろ左右振動・上下振動とも多くなっている。

4． まとぜ）

以上の結果をまとめて考察してみると，静止でも移動するという条件を加えた後での静止でも，

授業群の横から待った場合には左右振動が一番多い傾向にあった。又静止でも移動するという条

件を加えた後での静止でも，クラブ群の上から持った場合には，上下振動が一番少ない傾向にあ

った。

授業群の横から持った場合に見られるように，左右に多く振動するということほ，竹刀先が相

手の「正中線」からほずれてしまい，「構え」に「隙」ができやすくなるのでほないかと考えら

れる。逆にクラブ群の上から待った場合に見られるように上下に少なく振動するということほ，

竹刀先が相手の「正中線」に近いところを上下しているので，授業群の横から待った場合のよう

に「正中線」をほずれて左右振動するよりは「構え」に「隙」ができにくいのでほないかと考え

られる。クラブ群の上から待った場合のように，相手の「正中線」に近いところを上下に少なく

振動するということは，自分から打突して行く場合や，相手の攻撃に応ずる場合等の序動でもあ

ると考えられる。剣道では従来から竹刀を相手の「正中線」につけているのが良いと言われてい

るが，今回の微細振動という観点からとらえた場合には，横から持つというよりも上から待った

方がより「正中線」を上下していると言えよう。

実践の場で従来言われて来ている竹刀を上から持つということを我々ほ今回の実験結果から実

証することができた。剣道の練習をある程度積み重ねて来た老にとってほ「竹刀を上から持つ」

ということは体得できるものであろうが，体育の授業を通してのみ剣道を経験するようないわば

「剣道初Jb老」を対象とするような現場では，今回の実験結果から得られたデーターをもとにし

て指導して行きたい。
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